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大会名： 第３８回　全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦

チーム名 12 1Q チーム名 2

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

M8 男子�２回戦 12:30 グリーンランドみずほホッケー場 人工芝（W）

山梨学院大学
2Q

天理大学3Q

4Q

89 Ｓ	
 Ｏ 9

合	
 計

✓ 1 山内　大輝 1 門脇　軍馬

先発 背番号 氏　　　　名 先発 背番号 氏　　　　名

✓ 3 加藤　雄太 3 石原　大誠

✓ 2 田村　陸 ✓ 2 山本　海斗

✓ 6 高橋　洋介 ✓ 5 久保山　悟

✓ 5 沖津　光輝 6 4 青木　宏晃

15 8 浦下　陸 4 8 伊帳田　樹

✓ 7 小澤　航太 4 7 野村　行

✓ 10 縣　諄 ✓ 10 森　啓

7 9 深見　泰雅 ✓ 9 瀧上　諒大

3 12 沼田　空 4 12 永吉　拳

7 11 河邉　皓星 ✓ 11 平原　玄也

✓ 14 坂田　理千翔 4 14 藤原　千里

16 13 眞田　祐樹 ✓ 13 江田　司

16 平澤　翔 ✓ 16 松島　駿介

15 武石　裕介 ✓ 15 伊野　友祐

7 18 西川　巧望 ✓ 18 松田　歩

4 17 佐土　弘樹 ✓ 17 石﨑　壮真

✓ 27 松本　和将 4 24 松本　航

24 24 岩崎　和也 ✓ 23 米田　一輝

37 19 濵本　翔 8 20 沼田　玲温

✓ 29 柴田　光市 4 27 竹林　浩斗

✓ 28 田村　圭梧 8 25 霧下　義貴
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Ｒ.アンパイア 森田慎 Ｖ.アンパイア

Ｓ.アンパイア Ｓ.アンパイア

監　督 三澤　孝康 監　督 穴井　善博

アンパイア 野澤達 アンパイア 渡邉道彦

ジャッジ 山内善博 ジャッジ 豊嶋浩史

ジャッジ 永井滉平 Ｔ　Ｏ 久木寿一



試合番号 M8 7月5日

大学名 時間 得点 アシスト 種類 時間 得点 アシスト 種類

山梨学院 20 18 11 FG

天理 21 10 11 FG

大学名 PC シュート PC シュート PC シュート PC シュート

山梨学院 1 4 1 2

天理 1 1

SO戦 1 2 3 4 5 合計

山梨学院大学 〇 × 〇 × 2

天理大学 × 〇 × 〇 〇 4

第38回全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦
補助記録・戦評
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0-0
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0-0山梨学院大学 天理大学1（ ）1
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　天理大学のセンターパスにより試合が開始された。頻繁に攻守が切り替わりスピーディーな展開になっ
ている。両チームともシュートにもっていくも、得点にはならず。山梨学院大学は7分にPCを取得するも天
理大学のDFに阻まれる。天理大学がスペースをうまく使いサークル付近までボールを運ぶも、山梨学院
大学の粘り強いDFにシュートを阻まれ、０－０のまま第１Qが終了する。第２Q２０分山梨学院大学は、リ
バースヒットにうまくタッチを合わせた＃１８西川選手がシュートを決め先制点を取得した。すかさず21分
天理大学の＃１０森選手がヒットシュートを決め１－１の同点に追いつき、試合はふりだしになる。両チー
ムとも果敢に攻め込み引かず退かずの展開が続き１－１のまま前半を折り返す。山梨学院大学のセン
ターパスにより第３Qが開始された。追加点が欲しい山梨学院大学は相手陣地に入ってシュートを狙うも
枠をとらえることが出来ない。天理大学はDFの展開から攻め上がりを狙うもゴールには結び付かず、第３
Qが終了する。激しい攻防の時間が続くなか、山梨学院大学が試合終了間際に決定的なヒットシュートを
打つも、天理大学ゴールキーパーの好セーブにより得点とはならず、１－１のまま第4Qが終了する。SO戦
（２－４）の結果、天理大学の勝利となった。	
  




